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要旨：２OOg年度に一人暮らし新入生の体温計等の医療器具，バンソウコウ等の医療用消耗

品，一般用医薬品（OTC）の準備状況を調査した。次年度以降入学予定者には入学前に，セ

ルフメディケーションのために必要な物品を具体的に例示した文書を配布した。その効果と

入学後の教育の効果を調査した。

対象は２００９，１０，１１年度度に栄養，看護，社会福祉学科に入学した学生のうち，保護者

もとを離れ一人暮らしをしている者とした。それぞれ，１年次に性別等の属性医療器具，

医療用消耗品，ＯＴＣを何品目用意しているかについて質問した。２０１１年度には，１，２，

Ｂ年次を対象にＯＴＣに関する知識と，使用状況について質問した。

新入生に対する調査では，５９．５％から回答を得た。用意していた医療器具，医療用消耗品，

ＯＴＣの品目数は看護学科の学生がいずれも有意に多かった。また，２０○9年度入学生に比べ，

２０１○，１１年度入学生はＯＴＣの品目数が有意に多かった。２０１１年度のＯＴＣについての

調査では６９０％から回答を得た。２００９，１０，１１年度入学生は，それぞれＢ，２，１年

生となっているが，薬理学履修学生はＯＴＣに関する知識が有意に高かった。しかし，使用や

保管に関する注意事項の遵守は履修していない者と差がなかった。

大学保健管理部門ではサービスに限界があるため，学生のセルフメディケーションを，健康

教育などを通じ進めることが求められる。

キーワード：－人暮らし学生，セルフメディケーション，医療器具，医療用消耗品，

一般用医薬品

はじめに

2009年度にはインフルエンザＡ（ＨｌＮｌ）

2009がパンデミックとなり，本学でも多くの学

生が催患した。この間多くの学生の相談があ

ったが，体温計を所持していないため体温の測

定ができない学生がいることに気づかされた。

本学では90％以上の学生が保護者のもとを離

れ，アパート，下宿，寮から通学している。こ

のような状況の中では，学生が自らの健康管理

(セルフメデイケーション）のために，医療器

具（体温計等)，医療用消耗品（バンソウコウ

等)，一般用医薬品（OTC）をある程度準備し

ている必要がある。そこで，2009年度入学生に

はｌ年次に医療器具，医療用消耗品，ＯＴＣを

名寄市立大学保健福祉センター
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何品目用意しているかなどについての調査を

実施した。2010,11年度入学予定者には入学前

に，セルフメデイケーシヨンのために必要な医

療器具，医療用消耗品，医薬品を具体的に記載

した文書を配布し，各入学年次に2009年度入学

生と同じ調査を行うことで，入学前に配布した

文書の効果をみた。

ＯＴＣについては単に準備しているだけでは

なく，適正な選択，購入のための知識や使用上

の注意点をわきまえている必要がある。そこ

で，2011年度に１年生（2011年度入学生)，２

年生（２０１０年度入学生)，３年生（2009年度入

学生）を対象に，ＯＴＣについての知識と使用

上の注意点をどの程度認識し，実行しているか

について調査を行った。

対象と方法

Ａ・対象

２００９，１０，１１年度入学生451名のうち，保護

者のもとを離れ，アパート，下宿，寮から通学

している学生410名（男’性86名中73名，女性365

名中337名）を対象とした。

Ｂｌ年次に対する調査（２００９，１０，１１年度調査）

対象を保護者のもとを離れ，一人暮らしで，

アパート，下宿，寮から通学している本学保

健福祉学部（栄養・看護・社会福祉学科）の

２００９，１０，１１年度入学の１年生とし，ｌ年次の

期間に調査を実施した。性別などの属性，医

療器具・医療用消耗品・ＯＴＣの準備品目につ

いて質問した。2010,11年度入学者には入学前

に，健康管理についての注意点と，表ｌに示す

一人暮らしの際には用意しておくべき医療器具

や医薬品などの具体的な商品名を記載した文書

を，入学手続きの書類と同時に送付した。調査

では配布した文書についての評価も質問した。

ｃ１，２，３年生に対する調査（2011年度調査）

対象は上記と同様の学生であるが，調査は

2011年度に実施したので，１年生（2011年度

入学生)，２年生（2010年度入学生)，３年生

(2009年度入学生）である。性別などの属性，

薬理学履修の有無，ＯＴＣについての知識，使

用や保管法の遵守について質問した。

Ｄ、質問紙の配布，回収，統計学的検討，倫理

的配慮

調査は質問紙法で行い，質問への回答を選択

肢で示して該当する番号を選択させた。回答

－８６－

表１２０１０，２０１１年度入学予定者に送付した用意

すべきもののリスト

○書類等

健康保険証（遠隔地被保険者証）：特に下宿・寮・アパートから通学予定

の学生さん

治療中の病気の紹介状：治療中の病気がある場合

保健福祉センターへ
名寄市内の病院に転院する場合は病院へ

○常用薬

治療中の病気がある場合は医療機関で処方された薬

体調が悪いときによく使う薬

○医療器具

体温計
アイスノン

湯たんぽ（生理痛には温めることが効果的です）

爪切り，とげ抜き，虫眼鏡

○医療用消耗品

一般的な応急バンソウコウ（サビオ，カットバン等）
湿潤療法用バンソウコウ（キズパワーパッド，バイオパッド等）
不織布の使い捨てマスク

使い捨て冷却シート（ヒエピタ，熱さまシート等）
使い捨てカイロ（ホッカイロ，桐灰，ホカロン等）
テーピング類（ただし，運動クラブなどで使った経験がある人のみ）

○一般医薬品

総合感冒薬（パブロン，コンタック，葛根湯等）

解熱鎮痛薬（バッファリン，イブ，ロキソニン等）
胃腸薬（ブスコパン，ビオフェルミン等）
乗り物酔い止め（トラベルミン等）

軟膏
虫刺され薬（ムヒＳ等）

湿布薬（サロンパス，パテックス等）
虫除けスプレー，スプレー殺虫剤
日焼け止めクリーム

は無記名で回答用マークシートに記入きせ回

収した。マークシートはマークシートリーダ

ーで読み取り，エクセルまたはＳＰＳＳのファイ

ルにした。統計学的な検討にはＤｒ.ＳPSSⅡfbr

Windowsll､0.1Ｊを用いた。

質問紙には，調査の趣旨のほか，無記名であ

るので個人がどのように回答したかを特定でき

ないこと，回答は任意であり無回答でも不利益

を受けないことを明記した。なお，本調査は本

学倫理委員会の承認を受けた。

結果

Ａ，ｌ年次に対する調査：２００９，１０，１１年度調査

244名から回答を得た（回収率：59.5％)。

2009～2010年度調査全体では79.0％が自分用の

体温計を所持しており，その97.2％はI夜下式電

子型の体温計であった。なお，年度による所持

率の間には統計学的な有意差はなかった。その

他の医療器具の準備は少なかった。（表２）。性

別にみると，女'性のほうが体重計と体重計つき

体脂肪計を所有している割合が高かった。学科

でみると，看護学科の学生は体温計，アイスノ

ンを用意している割合が他学科の学生より高

く，栄養学科の学生は体重計つき体脂肪計と歩

数計を所有している割合が高かった。年度別に

みると2009年度は血圧計を所持している学生が

多かった。一般的な応急バンソウコウは95.9％

が準備していた。不織布使い捨てマスク，使



一般用医薬品

トが「たいへん役に立った」「かなり役に立っ

た」と回答していた。

属性と所持している医療器具，医療用消耗

品，ＯＴＣの品目数について検討した。医療器

具としてあげた９品目の所持を学科別にみる

と，看護学科の学生は栄養学科の学生に比べ，

有意に所有品目数が多かった（表３）。消耗品

5品目の準備を学科別にみると，看護学科の学

生は他学科の学生に比べ，有意に所持品目数が

多かった。OTClO品目の準備を学科別にみる

と，看護学科の学生は他学科の学生に比べ，有

い捨て冷却シート，使い捨てカイロは半数以上

が準備していた。ＯＴＣでは解熱鎮痛薬，総合

感冒薬，胃腸薬，湿布など基本的な医薬品は半

数以上で用意がされていた。これらＯＴＣの各

品目ごとにみると，看護学科の学生は用意して

いる割合が他学科の学生より高かった。虫刺さ

れ薬，消毒薬，湿布薬は年度により用意してい

る割合に差があった。2010,11年度入学者には

入学前に配布した文書についての評価も質問し

た。文書を見て53.4％が「新たに用意したもの

がある」と回答していた。また，75.6％はリス

意に所持品目数が多かった。

OTClO品目の準備を入学年

度別にみると，2010,2011年

度入学生は2009年度入学生よ

り，有意に所持品目数が多か

った（表４）。

Ｂ、１，２，３年生に対する調

査：2011年度調査

284名から回答を得た（回

収率：６９．３％)。ＯＴＣについ

ての知識についての質問で

は，半数以上が「知っていた」

と回答したのは医療用医薬品

とＯＴＣの違いのみであった。

スイッチOTC，ＯＴＣ販売に

携わる専門職の資格，医療

用医薬品の有効成分の違いに

ついては「知らなかった」と

70％以上が回答していた（表

5）。ＯＴＣの使用や保管につ

いての注意事項遵守の質問で

は，「守っている」，「ほぼ守

っている」をあわせるとほと

んどの項目で適切な使用，保

管がなされているようであっ

た（表６)。しかし，添付文

書を読む，使用期限を確認す

るについては，「守っている｣，

｢ほぼ守っている」をあわせ

ると60％台であった。

ＯＴＣについての知識，およ

び使用や保管についての注意

事項遵守についての質問で知

識がある，あるいは適正に使

用しているという項目が，薬

表２医療器具，医療用消耗品，ＯＴＣを所持・用意している割合

サプリメント

2009年度2010年度2011年度
年度間の比率の差
Fisher正確確率検定

ｎｓ

３５

男５，女3０

９５

男19,女7６

１１４

男15,女9９
回答者数

軟膏

品目 ％ Ｐ

ｎｓ

体温計 87.5７８．９７６．６ nｓ

虫刺され薬

体重計 25.7２９．５１９．２ ｎｓ

0.0018

体脂肪計 2.9 ４．２ 0.0 ｎｓ

60.0４７．４３１．０

体重計つき体脂肪計 20.0１３．７１５．２ ｎs

0.0033

医療器具血圧計 0.00081１．４１．１ 0.0

1７．３62.1４０．７

歩数計 1０．７２４．７１５．５ ｎs

0.0035

湯たんぽ 3８．７２９．５３０．０ ｎｓ

表３学科と用意している医療器具，医療用消耗品，ＯＴＣの品目数

氷枕 6.5１７．５１６．７ ｎs

Ｐ：KruskalWallis検定

アイスノン 28.1４６．３３３．７ ｎｓ

ｎ平均数ＳＤＭｅｄｉａｎＭＡＸＭＩＮ

一般的な応急バンソウコウ９４３９６．８９５．６ ｎs

口｣＊

湿潤療法用バンソウコウ11.4１５．６２２１ ｎs

入学年

医療用消耗品不織布の使い捨てマスク６８．６６５．３６９．９ ｎｓ

244４．２２．０４９０

使い捨て冷却シート 57.1５６．８４６．９ ｎｓ

栄養学科

学科看護学科

社会福祉学科

使い捨てカイロ 60.0５４．７５６．１ ｎs

６
７
３

３
４
４

総合感冒薬 45.7６２．１５５．８ｎｓ

１．９

２．０

１．９

漢方薬 1７．１１２．６１７．７ ｎＳ

８
９
９

解熱鎮痛薬 65.7６２．１６９．９ ｎｓ

0.004

胃腸薬 45.7５８．９５９．３ ｎｓ

医療用消耗品

乗り物酔い止め 1４．３２６．３２８．３ ｎs

－人暮らし学生とセルフメディケーション

全回答者

1.0

2.1

1.6

17.1２１．１１６．８

２
６
５

1.6

5.6

5.4

３５

９５

１１４

25.7４５．３３７．２

244２．１１．３２５０

Ｐ：KruskalWallis検定ｎ平均数ＳＤＭｅｄｉａｎＭＡＸＭＩＮ

3７．１４９．５２５．７

表４入学年と用意しているＯＴＣの品目数

＊：Ｐ＜０．０５Steel-Dwass検定

消毒薬

＊
＊

＊：Ｐ＜０．０５Steel-Dwass検定

－８７－

湿布薬

学科

＜0.001

洞
９
９
９

４
６
５

2.3

2.0

2.1

医療器具

３
９
９

栄養学科

看護学科

社会福祉学科

全回答者

３
７
４

８
７
８

244４．９２．２５９０全回答者

３
７
４

８
７
８

栄養学科

看護学科

社会福祉学科

３
７
４

８
７
８

４
５
４

1.7

2.5

2.0

！］＊

1.2

1.2

1.3

ＯＴＣ ｎ平均数ＳＤＭｅｄｉａｎＭＡＸＩＶⅡＮ

、平均数ＳＤＭｅｄｉａｎＭＡＸＷＮ

2００９

２０１０

２０１１

＜０．００１

３
７
８

４
５
４

４
５
５

２
３
２ 士

０
０
０

＜0.001学科
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表５ＯＴＣについての知識認知状況：「知っていた」割合 学生を対象にし，医療器具や

消耗品まで含めた調査は見当

たらなかった3,4)。わが国の

他の大学でも入学とともに一

人暮らしを始める学生が多い

と推察される。一方，学生の

健康管理を担う大学保健管理

部門も，一般的には平日日中

のみの対応が多いものと思わ

れ，それを考慮すれば，学生

のセルフメデイケーションを

進める必要がある。また，イ

ンフルエンザなどの感染症で

は，発熱や咳などの疑わしい

症状があれば，蔓延を防止す

るため登校させず，直ちに医

療機関を受診きせる必要があ

る。そのような際にも，自宅

で体温を確認する必要がある。

したがって，本調査のように

セルフメデイケーションのた

めの準備状況や，ＯＴＣについ

ての知識，適正使用の状況を

把握しておくことは意義ある

ものと考えた。

本調査では2009年度の1年

生に対する調査結果をみて’

20,0,’'年度入学予定者には

入学前に，セルフメデイケー

ションのために必要な医療器

具，医療用消耗品，医薬品を

具体的に商品名まで例示した

文書を配布した。その結果

添付文書は最後までとっておく

知識についての項目 ％

75.3

医薬品には処方菱が必要な医療用医薬品と，処方菱が必要でないＯＴＣがある 5３．２

使用期限（パッケージに記載がある）を必ず確認する

OTCは効果と安全性で３種類（第１類・２類・３類医薬品）に分けられている 2７．８

６５．３

第１類医薬品を販売するときには，薬剤師のみが文書による情報提供を行うことになっている２６．０

か，ＯＴＣ準備品目数は2009年度入学生より有

意に増加していた。ＯＴＣについては，使用期

限もあり，準備することの是非が問われること

も考えられる。しかし，急な発熱や激しい月経

痛（本学は女性が極めて多い）で，アパートな

どの自室から出られないような状況では，あら

かじめ準備しておくことが必要となる。また，

PTP包装きれた錠剤などの使用期限が３年はあ

ることが多いので，学部在学期間はほぼカバー

されるものと思われる。虫刺され薬，消毒薬，

湿布薬は年度により用意している割合に差があ

った。本学の体育の授業では，野外活動を組み

込んでおり，その際には虫刺されや軽い外傷

第２類医薬品を購入するときには，薬剤師または登録販売者が情報提供を行うよう努力することに２３３
なっている

考察

ＷＨＯによると，セルフメデイケーションと

は，「自分自身の健康に責任を持ち，軽度な身体

の不調は自分で手当てすること」とされている

(http://apps､who・int/medicinedocs/e､/d/Js2218e/1．

html)。セルフメデイケーションのための準備

状況については，ＯＴＣの準備や利用について

の情報に関する調査がいくつかあるがＬ２)，大

登録販売者とは，ＯＴＣ販売で一定の経験があり，都道府県知事の実施する医薬品に関する試験に合１４．２
格した専門職ある

使用期限が切れた薬は使わない

スイッチＯＴＣとは医師の処方によって使われていた医療用医薬品のうち，使用実績が長く，比較５３
的安全性が高いことからＯＴＣに転用したものである

62.8

スイッチＯＴＣはすべて第１類医薬品である 3.9

ｎｓ

スイッチＯＴＣを1つでも知っているか（ロキソニン，ニコチンガム，アレジオン，ガスター，ブ４５．９
スコパン，ボルタレン，イブプロフェン，ザジテンなど）

３
２

一般に，多くのＯＴＣの風邪薬は複数の有効成分を含み，風邪薬でも医療用医薬品は一つの有効成16.0
分を含みそれを医師が組み合わせて使う

10

11

一般に，ＯＴＣの有効成分の含有量は，医療用医薬品より少ない 69.5

あまり効かなくても，自己判断で決められた量より多く飲んではいけない

表６ＯＴＣの使用，保管状況：「適切｣，「ほぼ適切」の割合

8１．２

適正使用，保管についての項目 ％

０
０

薬のパッケージ（外箱）の説明は必ず読む 8７．６

＜0.001

薬のパッケージ（外箱）は最後までとっておく 8０．５

水や白湯がなければ，ジュース，牛乳などで飲んでもよいというわけではない

箱の中に入っている説明（添付文書）は必ず読む 63.3

－８８－

72.0

４
２

2.4

2.1

OTCの知識で「知っていた」項目数

薬理学履修聡（墨‘１２．９

理学履修の有無で差があるかを検討した。薬理

学を学ぶことでＯＴＣの知識は増加していたが，

実際の使用や保管を適正に実施することにはつ

ながっていなかった（表７）。

平均数ｎＳＤＭｅｄｉａｎＭＡＸＭＩＮＰ：Mann-WhimeyU検定

表７薬理学履修の有無とＯＴＣの知識／ＯＴＣの使用保管

1.9

1.7

８
８

1０

１０

｢食間に服用」は，食事の途中で飲むことではなく，食事と食事の間の空腹時に飲むこと

OTCの使用保管で適正／ほぼ適正項目数

薬理学履修：Ｉ墨套

76.9

飲み忘れても，自己判断でまとめて２回分飲んではいけない 8６．５



－人暮らし学生とセルフメディケーション

に対応するよう，各自，医薬品などを用意する

よう指示している。ただし，野外活動の内容や

時期は年度ごとに差があり，このことがこれら

のＯＴＣ準備状況の差に関連した可能性がある。

2009年度は血圧計を所持している学生が多かっ

たが，実数では4名である。対象数が少ないこ

とによる偶然が関与したかもしれない。

２０１１年度に１，２，３年生を対象にした調査

では，学生のＯＴＣについての基本的な知識は

高いとはいえなかった。しかし，薬理学を学ん

だことは，知識を高めることには役立っている

ようであった。ＯＴＣの使用や保管はほぼ正し

くなされていたが，ＯＴＣの使用や保管は薬理

学を学んだこととは関連がなかった。薬理学を

履修する機会がない学科については，知識を得

る機会も少ないと思われる。このことから，学

生のセルフメデイケーションを進めるために

は，講義ばかりではなく，保健管理部門からの

広報などで，学生全員に伝わるような情報を発

信し，ＯＴＣについての正しい知識を普及する

ほか，使用や保管についてきちんと薬の説明書

などを守るよう啓発する健康教育の必要がある

と思われた。

本調査の対象は保健，医療，福祉系の学生で

あるため，他の専攻学生より健康に対する意識

が高いかもしれない。また，回答者数も300名

以下と極めて少ない。さらに，北海道北部とい

う辺境の地の大学であることから，全国の一般

的な大学生の状況を反映しているとはいい難い

かもしれない。ただし，ほとんどの学生がアパ

ートなどで一人暮らしをしているように，名寄

市周辺が出身地であるものは少ない。北海道出

身者が約60％を占めるが，東北や北陸地方ばか

りでなく，近畿や九州地方出身の学生も在学し

ている。これまでこのような調査がなかったこ

とから，本研究に取り組んだ。他の地域で，よ

り大きな集団での調査を期待する。

－８９－

結語

大学１年生を対象に，医療器具，医療用消耗

品，ＯＴＣをどの程度用意しているかについて

の調査を実施した。セルフメデイケーションの

ために必要な医療器具，医療用消耗品，医薬品

を具体的に商品名まで例示した文書を配布し

たところ，ＯＴＣ準備品目数が有意に増加した。

入学後の学生に，ＯＴＣの知識と使用や保管法

について調査した。薬理学を学ぶことでＯＴＣ

の知識は増加していたが，実際の使用や保管を

きちんとすることにはつながってなかった。
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Abstract

Survey⑪nthepreparati⑪ｎｆｍ･self-medicati⑪n
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Keywords：Studentslivingalone,Selfmedication,Medicalapparatus,Medicalsupply,Overthecounterdrug

Ｏｖｅｒ９０％ofstudentsinNayoroCityUniversiｔｙａｒｅｌｉｖｉｎｇａｌｏｎｅａｗａｙ廿omtheirparentsSelfmedication

amongthosestudentsissupposedtobeｃｏｍｍｏｎ,butlittleisknownaboutthepreparationfbrselfmedication,ｉ､e，

medicalapparatussuchasthermometer,medicalsupplysuchasband-aidandoverthecounterdrugs(OTC)．

Weconductedasurveyonthepreparationfbrselfmedicationin廿eshmenof2009，ＴｂｅｎｒｏｌｌｅｄｆＴｅｓｈｍｅｎ

ｏｆ２０１０ａｎｄ２０１１，weinfbrmedadetailedlistofitemsfbrselfmedication,Effectofthelistandeducationafter

enteringuniversitywerealsoinvestigatedin2010and20u

ThenumbeｒｏｆＯＴＣｉｔｅｍｓｐｒｅｐａｒｅｄｉｎ２０１０ａｎｄ２０１１'sfiFeshmenwassignificantlylargerthanin2009,s・

Inrespectofeducationafterenteringuniversity,relationshipbetweentakingthelectureofpharmacologyand

knowledge／correctusageofOTCwasinvestigated,TakingthelectureincreasedtheknｏｗｌｅｄｇｅｏｆＯＴＣ,butnot

ledtocorrectusage・

Forappropriateselfmedicationamongstudents,detailedandftequentinfbrmationprovisionbefbreandafter

admissionbymeasuresnotonlylecturesshouldbeessential．
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